
1

文部科学省
産学官連携コーディネーター活動９年の歩み
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３．産学官連携の課題
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明治大学 産学官連携コーディネーター
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産学官連携支援事業産学官連携支援事業産学官連携支援事業産学官連携支援事業→→→→産学官連携活動高度化促進事業産学官連携活動高度化促進事業産学官連携活動高度化促進事業産学官連携活動高度化促進事業（（（（平成平成平成平成1111８８８８年度年度年度年度よりよりよりより））））
→→→→産学官連携戦略展開事業産学官連携戦略展開事業産学官連携戦略展開事業産学官連携戦略展開事業コーディネートプログラムコーディネートプログラムコーディネートプログラムコーディネートプログラム（（（（平成平成平成平成20202020年度年度年度年度よりよりよりより））））

13年11月
（補正予算）

14年1月

16名（16校）

平成平成平成平成13131313年度年度年度年度

56名名名名
（（（（56校校校校））））

平成平成平成平成15151515年度年度年度年度平成平成平成平成14141414年度年度年度年度 平成平成平成平成16年度年度年度年度 平成平成平成平成17171717年度年度年度年度

72名名名名
（（（（72校校校校））））

103名名名名
（（（（76校校校校※※※※））））

110名名名名
（（（（82校校校校））））

104名名名名
（（（（80校校校校））））

15年2月
増員

16年6月
公募増員

17年7月
公募増員14年4月

統合

統合

※15年10月の国
大統合前は80校

101名名名名
（（（（77校校校校））））

17年4月

産学官連携産学官連携産学官連携産学官連携コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター支援支援支援支援のののの歴史歴史歴史歴史

JSTJSTJSTJST
始動始動始動始動

産学官連携産学官連携産学官連携産学官連携
支援事業支援事業支援事業支援事業
（（（（平成平成平成平成13131313
年度年度年度年度よりよりよりより））））

平成平成平成平成18
年度年度年度年度

91名名名名
（（（（84校校校校））））

平成平成平成平成19
年度年度年度年度

18年4月 19年4月

87名名名名
（（（（85機関機関機関機関））））

地域地域地域地域のののの知知知知のののの
拠点再生担当拠点再生担当拠点再生担当拠点再生担当
７７７７名名名名

地域地域地域地域のののの知知知知のののの拠点拠点拠点拠点
再生担当再生担当再生担当再生担当：：：：１１１１１１１１名名名名
目利目利目利目利きききき・・・・制度間制度間制度間制度間
つなぎつなぎつなぎつなぎ担当担当担当担当：：：：８８８８名名名名

平成平成平成平成２０２０２０２０
年度年度年度年度

平成平成平成平成２１２１２１２１
年度年度年度年度

第第第第２２２２期科学技術基本計画期科学技術基本計画期科学技術基本計画期科学技術基本計画 第第第第3期科学技術基本計画期科学技術基本計画期科学技術基本計画期科学技術基本計画

８０８０８０８０名名名名
（（（（9７７７７機関機関機関機関））））

７７７７７７７７名名名名
（（（（９４９４９４９４機関機関機関機関））））

21年７月

地域地域地域地域のののの知知知知のののの拠点拠点拠点拠点
再生担当再生担当再生担当再生担当：：：：22名名名名

目利目利目利目利きききき・・・・制度間制度間制度間制度間
つなぎつなぎつなぎつなぎ担当担当担当担当：：：：22名名名名

20年７月

地域地域地域地域のののの知知知知のののの拠点拠点拠点拠点
再生担当再生担当再生担当再生担当：：：：21名名名名

目利目利目利目利きききき・・・・制度間制度間制度間制度間
つなぎつなぎつなぎつなぎ担当担当担当担当：：：：20名名名名

国立大学国立大学国立大学国立大学
法人化法人化法人化法人化

田村・元広域ＣＤの平成21年度新任ＣＤ研修資料より
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文部科学省産学官連携コーディネーターが支援する組織文部科学省産学官連携コーディネーターが支援する組織

期待される役割・業務は、支援する組織により、
多種多様

● ＣＤにとって初めての職場の場合
●すでに何らかの仕事をしてきた職場の場合
●産学連携組織が新しい場合と歴史がある場合

大学等の産学連携の組織体制とその役割に依存

●地域共同研究センター等で支援する場合
●知財センター（知財本部含む）、ＴＬＯ等で支援する場合

田村・元広域ＣＤの平成21年度新任ＣＤ研修資料より
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●●●●大学等大学等大学等大学等のののの研究者研究者研究者研究者とととと最最最最もももも近近近近いいいい場所場所場所場所にににに活動拠点活動拠点活動拠点活動拠点をををを持持持持っっっっ
てててていることいることいることいること

●●●●一一一一つのつのつのつの政策政策政策政策のののの下下下下でででで連帯感連帯感連帯感連帯感ととととネットワークネットワークネットワークネットワークをををを通通通通じてじてじてじて
協働活動協働活動協働活動協働活動ができることができることができることができること

●●●●産学官連携施策産学官連携施策産学官連携施策産学官連携施策をををを早期早期早期早期にににに的確的確的確的確にににに識識識識るるるる立場立場立場立場にあることにあることにあることにあること

●●●●世界世界世界世界をををを視野視野視野視野にににに入入入入れたれたれたれた産学官連携産学官連携産学官連携産学官連携ができることができることができることができること

●●●●大学等大学等大学等大学等のののの研究研究研究研究・・・・教育教育教育教育のののの高度化高度化高度化高度化にににに寄与寄与寄与寄与できるできるできるできる産学官産学官産学官産学官
連携活動連携活動連携活動連携活動ができることができることができることができること

文部科学省産学官連携コーディネーターの5つの特質

田村・元広域ＣＤの平成21年度新任ＣＤ研修資料より
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コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターはははは、、、、大学等大学等大学等大学等のののの産学官連携産学官連携産学官連携産学官連携
のののの取組取組取組取組みのみのみのみのステージステージステージステージにににに応応応応じてじてじてじて活動活動活動活動をををを実施実施実施実施

ステージステージステージステージとととと産学官連携産学官連携産学官連携産学官連携コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターのののの主主主主なななな役割役割役割役割

（（（（ステージステージステージステージ３３３３））））
●●●● 地域地域地域地域、、、、自治体自治体自治体自治体とのとのとのとの連携連携連携連携システムシステムシステムシステムのののの構築支援構築支援構築支援構築支援
●●●● 全国的全国的全国的全国的ななななネットワークネットワークネットワークネットワークをををを活用活用活用活用してしてしてして産業界産業界産業界産業界のののの幅広幅広幅広幅広いいいいニーズニーズニーズニーズにににに対応対応対応対応
●●●● シーズシーズシーズシーズ創造創造創造創造のののの促進促進促進促進、、、、目利目利目利目利きによるきによるきによるきによるシーズシーズシーズシーズからからからから事業化事業化事業化事業化 へのつなぎへのつなぎへのつなぎへのつなぎ

（（（（ステージステージステージステージ２２２２））））
●●●● 大学内外大学内外大学内外大学内外におけるにおけるにおけるにおける産学官連携体制産学官連携体制産学官連携体制産学官連携体制のののの構築支援構築支援構築支援構築支援
●●●● モデルモデルモデルモデルとなるとなるとなるとなる産学官連携産学官連携産学官連携産学官連携プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクトのののの企画企画企画企画・・・・助言助言助言助言
●●●● 教職員教職員教職員教職員へのへのへのへの産学官連携意識産学官連携意識産学官連携意識産学官連携意識のののの醸成醸成醸成醸成

（（（（ステージステージステージステージ１１１１））））
●●●● 大学大学大学大学シーズシーズシーズシーズとととと企業企業企業企業ニーズニーズニーズニーズのののの把握把握把握把握、、、、発掘発掘発掘発掘
●●●● 大学大学大学大学シーズシーズシーズシーズとととと企業企業企業企業ニーズニーズニーズニーズののののマッチングマッチングマッチングマッチング
●●●● 大学研究成果大学研究成果大学研究成果大学研究成果のののの技術移転技術移転技術移転技術移転、、、、事業化事業化事業化事業化にににに向向向向けたけたけたけたアドバイスアドバイスアドバイスアドバイス

田村・元広域ＣＤの平成21年度新任ＣＤ研修資料より
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文部科学省産学官連携文部科学省産学官連携文部科学省産学官連携文部科学省産学官連携コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター（（（（会議会議会議会議））））

制度発足制度発足制度発足制度発足のののの翌年翌年翌年翌年（（（（平成平成平成平成14年年年年）、）、）、）、各地区各地区各地区各地区でででで自主的自主的自主的自主的なななな情報交換情報交換情報交換情報交換やややや交流交流交流交流のののの場場場場がががが設定設定設定設定されたされたされたされた。。。。

そのそのそのその波紋波紋波紋波紋はははは他他他他のののの地域地域地域地域へへへへ拡大拡大拡大拡大しししし、、、、７７７７地区地区地区地区がががが確定確定確定確定したしたしたした。。。。各地区各地区各地区各地区でででで世話役世話役世話役世話役をををを選任選任選任選任。。。。開催開催開催開催はははは年年年年３３３３回回回回。。。。

平成平成平成平成14年年年年にににに２０２０２０２０数名数名数名数名のののの有志有志有志有志によってによってによってによって地区地区地区地区をををを超超超超えたえたえたえた会議会議会議会議がががが開催開催開催開催されされされされ、、、、このこのこのこの年度年度年度年度はははは４４４４回開催回開催回開催回開催。。。。
爾後爾後爾後爾後、、、、地区会議地区会議地区会議地区会議などのなどのなどのなどの充実充実充実充実にににに伴伴伴伴いいいい、、、、平成平成平成平成18年度年度年度年度からはからはからはからは年度年度年度年度にににに１１１１回開催回開催回開催回開催。。。。平成平成平成平成20年度年度年度年度にににに初初初初

めてめてめてめて、、、、特許流通特許流通特許流通特許流通ＡＤ、ＡＤ、ＡＤ、ＡＤ、戦略展開戦略展開戦略展開戦略展開ＰＰＰＰ関係者関係者関係者関係者とともにとともにとともにとともにネットワークネットワークネットワークネットワーク拡大拡大拡大拡大にににに向向向向けたけたけたけた会議会議会議会議としたとしたとしたとした。。。。

制度担当制度担当制度担当制度担当（（（（地域地域地域地域のののの知知知知のののの拠点再生拠点再生拠点再生拠点再生、、、、目利目利目利目利きききき・・・・制度間制度間制度間制度間つなぎつなぎつなぎつなぎ））））のののの発足発足発足発足とともにとともにとともにとともに制度制度制度制度としてとしてとしてとして設定設定設定設定。。。。
世話役世話役世話役世話役をををを選任選任選任選任、、、、年年年年３３３３回開催回開催回開催回開催。。。。

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター制度制度制度制度のののの最高決定機関最高決定機関最高決定機関最高決定機関でありでありでありであり、、、、地区地区地区地区・・・・制度担当制度担当制度担当制度担当のののの世話役世話役世話役世話役とととと広域担当広域担当広域担当広域担当でででで構構構構
成成成成しししし、、、、年年年年４４４４回開催回開催回開催回開催。。。。全国会議全国会議全国会議全国会議のののの実行委員実行委員実行委員実行委員をををを兼兼兼兼ねるねるねるねる。。。。

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターにとってにとってにとってにとって必要必要必要必要でででで関心関心関心関心があるがあるがあるがある勉強会勉強会勉強会勉強会。。。。例例例例：：：：ライフサイエンスライフサイエンスライフサイエンスライフサイエンス研究会研究会研究会研究会。。。。

全国会議全国会議全国会議全国会議

地区会議地区会議地区会議地区会議

担当会議担当会議担当会議担当会議

世話役会世話役会世話役会世話役会

研究会研究会研究会研究会

田村・元広域ＣＤの平成21年度新任ＣＤ研修資料より
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活動の情報発信
（Webで公開）

• 産学官連携ハンドブック

資料編

解説編

• 事例集

産学官連携コーディネーター成功・失敗事例集

8

日本の国際競争
力強化に寄与

国民生活の質向上
に寄与

プロ・パテント政策
オープン・イノベーション

プロ・イノベーション政策

研究の質向上

研究者の質向上

小中高の教育強化

学生・院生の質向上

CDの支援

教員の知財素養強化

企業
（＋自治体）

政府の各種施策

（（（（基礎基礎基礎基礎とととと実用実用実用実用：：：：車車車車のののの両輪両輪両輪両輪））））

CD活動の最終目標CD活動の最終目標

活用

連携

大学等の改革

イノベーション
世界標準
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事例紹介

10

骨修復材のシーズ発掘から開発へ

１１１１．．．．きっかけきっかけきっかけきっかけ

特許相談を受け、新規材料の特徴に感動し、実用

化支援を決心

２２２２．．．．技術概要技術概要技術概要技術概要：：：：アパタイト系の新規骨修復用セメント

１）硬化時間が短かい

２）硬化時のｐＨ変化がなく患者の疼痛を防止できる

３）生体親和性が大きい

３３３３．．．．共同研究先共同研究先共同研究先共同研究先

ユニークな骨修復材の実用化に意欲的
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骨修復材の開発経緯（Ａ教授とＳ社との共同研究）

平成15年 基本特許出願（登録平成20年）。プレスリリース。

平成16年 イノベーションジャパン2004新技術説明会

平成17年 Ｓ社と共同研究／ＮＥＤＯマッチングファンド
～平成20年 改良特許3件出願、ＰＣＴ出願1件（マッチングファ

ンド以降はＳ社が費用負担）

平成20年 ＪＳＴシーズ発掘試験（Ａ）

平成21年 ＪＳＴシーズ発掘試験（Ｂ）／Ｂ大学と共同研究

平成21年 ＫＡＳＴに移管（開発研究：拡大プロジェクト；Ａ教授
はＫＡＳＴ研究員として兼務）（特許出願人はＫＡＳ
Ｔ）

12

技術の派生

基本技術

派生技術派生技術派生技術派生技術-1

S社と共同

研究

特許出願

派生技術派生技術派生技術派生技術-2

A大学と共

同研究

特許出願

派生技術派生技術派生技術派生技術-3

B大学と共

同研究

特許出願

技術移転活
動中

派生技術派生技術派生技術派生技術-4

C大学と共

同研究

特許出願

派生技術派生技術派生技術派生技術-5

特許出願
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１．影武者としてのプロジェクトマネージャー

２．当該研究に入り込み、研究指導

３．研究者の育成

・企業での研究・開発活動の経験を移植

・特許と契約の概念を啓発（教員には不足しがち

で、事業化には不可欠）

CDのののの果果果果たしたたしたたしたたした役割役割役割役割
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産学官連携の課題

１．支援先

２．特許

３．研究展開のあり方

４．産学官に望むこと
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産学官連携産学官連携産学官連携産学官連携コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターがががが
支援先支援先支援先支援先でででで役割役割役割役割をををを果果果果たすたすたすたす上上上上でのでのでのでの課題課題課題課題

産学官連携産学官連携産学官連携産学官連携コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーターがががが
支援先支援先支援先支援先でででで役割役割役割役割をををを果果果果たすたすたすたす上上上上でのでのでのでの課題課題課題課題

●期待される役割及び求められる成果が不明確な場合がある。
●組織スタッフとの役割分担、責務関係が不明確な場合がある。
●組織内の命令系統が不明確な場合がある。
● コーディネーターの学内身分が不明確な場合がある。
●共同研究契約等契約業務での責務が不明確な場合がある。

これら課題解決のために、同じような立場にいるコーディネーター
間のネットワークを活用することは、大変効果がある。

田村・元広域ＣＤの平成21年度新任ＣＤ研修資料より
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大学等からの特許出願の問題点

１．「武器」としての特許出願が難しい（一般に特許とし
て「弱い」）

２．登録しても、長期間維持出来ない

１）中間処理を含めた特許管理が一大学等だけでは

困難（経費・人手不足）

２）教員の定年、移動後はフォローできない

３．以上を見通した発言が公然と企業から出る

４．公募研究や補助金の支援による出願特許は事業

化後の償還等で、手続が煩雑

（特に、複数の補助金等で研究の場合）
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大学等の特許が「弱い」理由

�大学等は特許を「実施」した事業をしていない

�学会・論文優先／「特許は学問的ではない」と軽視

１．特許請求範囲が狭い

２．請求範囲の限界の検証なし

３．「比較例」を軽視。自明のことを実験する必要はないとの認識

４．弁理士が作成した明細書を盲信

５．学会発表直前に出願依頼

６．特許法30条（新規性喪失の例外規定）を「権利」と誤解

７．自己の公開済み内容（特許、学会、論文）の認識がない

８．権利侵害の摘発・訴訟ができない

９．権利維持ができない

企業の評価低い
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大学等発イノベーション促進機構（仮称；私案）

大学等発イノベーション
促進機構（仮称）

出資 支援

企業主導で実用化研究

参加企業で事業化

民間企業 政府

大学等 シーズ、アイデア

ニーズ

民間企業 民間企業

研究者派遣

大学等

大学等

基礎研究
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ごごごご清聴清聴清聴清聴ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました


